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平
成
22
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月

10
日
か
ら
24
日
ま
で
15
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は

町
長
提
出
の
平
成
21
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
決
算
8
件
を
は
じ

め
、
補
正
予
算
4
件
、
条
例
の
改
正

3
件
、
人
事
1
件
、
議
員
提
出
1
件
、

委
員
会
提
出
1
件
の
合
計
18
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
報
告
が

3
件
あ
り
ま
し
た
。

歳入合計
87億3,266万円

町税
39億6,109万円

国庫支出金
12億0,903万円

町債（借入金）
9億7,500万円

繰入金
8億0,824万円

繰越金
6億7,571万円

県支出金
3億7,393万円

地方消費税交付金
2億4,897万円 その他

2億9,995万円

分担金及び負担金
1億8,066万円

歳出合計
80億6,680万円

土木費
23億4,978万円

民生費
17億0,629万円

総務費
12億1,667万円

教育費
8億2,782万円

衛生費
5億4,003万円

公債費
4億7,292万円

消防費
2億7,638万円

議会費
8,080万円

諸支出金
5億1,528万円

商工費 2,201万円
農林水産業費 5,629万円
労働費 249万円

平成21年度決算のあらまし
一般会計は、約80億6,680万円、特別

会計は、7つの会計を合わせて、約34

億9,087万円となり、合計約115億

5,768万円の歳出決算となりました。

20年度と比べて約5％減少しています。

これに対して歳入決算は歳出決算を

約7億6,366万円上回る、約123億2,135

万円となりましたが、税収は約6億

1,568万円の減少となりました。

特別会計を含めると
約　68万円　使いました。

町民１人あたり
約47万円

Ｈ22.4.1現在
人口 17,016人
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歳入（財源）

歳出（使いみち）

繰　越　金

実質収支

87億3,266万円

80億6,680万円

2億9,031万円

3億7,554万円
（単位：千円以下切捨て）

◆町債（借金）の累積残額
［一般会計］

［国保会計］

［下水道事業］

71億3,142万円

1,241万円

63億0,788万1千円

（1人当たり419,100円）

（1人当たり729円）

（1人当たり370,702円）

◆基金（預金）の累積残額
28億3,971万円

（1人当たり166,884円）

134億4,782万円
（1人当たり790,304円）

［合　　計］

（　　）内は対前年度比

●総務費

円71,502
+16,100円）（

●民生費

円100,276
+5,578円）（

●土木費

円138,093
+11,606円）（

●教育費

円48,650
－21,742円）（

●農林水産業・
　商工・労働費

円3,308
－1,845円）（

●議会費

円4,749
－152円）（

●諸支出金
　（積立金ほか）

円30,282
－37,498円）（

●衛生費

円31,737
+2,611円）（

●公債費
　（借金返済）

円27,793
－706円）（



　
　
　
　
　
　
下
水
道
使
用
料

の
滞
納
・
不
納
欠
損
が
年
々
増

え
て
い
る
。
回
収
方
法
を
考
え

直
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
年
分
の
使

用
料
・
受
益
者
負
担
金
収
納
率

は
約
95
％
だ
が
、
滞
納
分
の
収

納
率
は
14
％
程
度
。
口
座
振
替

等
の
案
内
は
す
る
が
、
金
融
機

関
窓
口
に
手
続
き
を
す
る
時
間

が
な
い
方
や
、
家
計
が
苦
し
い

時
に
は
滞
納
と
い
う
感
覚
を
持

つ
家
庭
も
あ
り
、
切
り
替
え
が

進
ま
な
い
。
滞
納
整
理
を
夜
行

う
の
だ
が
、
会
え
な
い
家
庭
も

多
く
、
甲
府
市
上
下
水
道
局
と

の
連
携
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
へ
の

検
討
・
滞
納
の
時
効
中
断
の
方

法
な
ど
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
不
納
欠
損
の
対

象
者
は
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
昭
和
町

に
在
住
せ
ず
住
民
票
も
な
く
、

催
告
書
を
発
送
し
て
も
宛
名
不

明
で
返
送
さ
れ
、
連
絡
も
全
く

取
れ
な
い
方
が
対
象
。
店
舗
等

も
同
様
。
た
だ
、
徴
収
は
難
し

く
努
力
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
委
託
料
の
相
談

支
援
事
業
費
が
大
き
く
金
額
が

上
が
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
相
談
支
援
事
業

費
は
、
制
度
が
浸
透
し
て
き
て

相
談
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

20
年
が
2
9
0
件
、
21
年
が

8
7
6
件
に
な
っ
て
い
て
、
ど

の
市
町
村
も
件
数
が
伸
び
て
い

る
。
二
市
一
町
の
自
立
支
援
協

議
会
の
な
か
で
も
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
人
間
ド
ッ
グ
は
、

自
己
負
担
7
千
円
に
対
し
、
町

の
補
助
が
約
3
万
円
。
人
間
ド
ッ

グ
受
診
の
要
望
が
多
け
れ
ば
、

他
市
町
村
を
参
考
に
、
自
己
負

担
を
上
げ
補
助
率
を
下
げ
、
受

診
で
き
る
枠
を
増
や
し
て
も
い

い
と
思
う
。
町
の
補
助
が
厚
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
長
い
間
、
昭
和

町
で
は
で
き
る
だ
け
負
担
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
行
っ
て
き
た
。

続
け
て
い
き
た
い
考
え
だ
が
、

庁
舎
内
で
も
協
議
し
適
切
な
判

断
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
議
会
と
区
長
と

の
意
見
交
換
会
の
な
か
で
、
自

主
防
災
会
施
設
等
整
備
費
補
助

金
を
延
長
し
て
欲
し
い
と
い
う

話
が
あ
っ
た
が
、
5
地
区
だ
け

の
申
請
で
あ
る
。
申
請
を
し
て

い
な
い
区
は
積
極
的
に
整
備
指

導
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
も

申
請
は
あ
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

整
備
費
は
全
額
補
助
で
は
な
く

4
分
の
1
地
区
負
担
が
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
申
請
を
考
え
る
地

区
も
あ
る
と
思
う
。
今
後
区
長

会
で
制
度
を
よ
く
説
明
し
、
多

く
の
整
備
を
し
て
も
ら
う
よ
う

に
推
進
し
た
い
。
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志
村
議
員

下
水
道
課
長

福
島
議
員

下
水
道
課
長

河
住
議
員

福
祉
課
長

浅
川
議
長

塩
澤
議
員

企
画
財
政
課
長

平成21年度特別会計決算 （単位：千円以下切捨て）

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

15億8,691万円

2,582万円

1億0,228万円

5億9,929万円

1,194万円

12億5,619万円

621万円

15億2,451万円

2,463万円

1億0,212万円

5億8,381万円

1,123万円

12億3,944万円

511万円

会　計　名 歳入総額 歳出総額

全
員
賛
成
で
可
決

14:1で
可決

結果

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
野
町
長

※一般会計・国保特別会計（14：1で可決）の反対者は深澤議員
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平
成
22
年
8
月
11
日
か
ら
18
日

ま
で
審
査
し
た
。

　
各
決
算
と
も
適
法
、
正
確
に
処

理
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
適
正
な

も
の
と
認
め
た
。

①
経
常
経
費
を
は
じ
め
経
費
の
節
減
、

各
種
事
務
の
合
理
化
な
ど
に
全
庁

的
取
り
組
み
を
期
待
。

②
町
民
税
を
は
じ
め
固
定
資
産
税
、

国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
給
食
費
、

町
営
住
宅
使
用
料
、
下
水
道
使
用

料
な
ど
の
滞
納
が
年
々
増
加
し
、

不
納
欠
損
額
も
多
大
。
全
庁
挙
げ

て
よ
り
一
層
の
工
夫
と
努
力
を
期
待
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
編
成
に
お
い
て
、
歳
入
見
込

み
を
的
確
に
。

④
22
年
度
も
大
き
な
事
業
が
多
い

の
で
、
担
当
課
は
事
業
の
進
行
状

況
を
的
確
に
把
握
し
て
完
成
が
遅

れ
な
い
よ
う
、
繰
越
事
業
の
減
少

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
年
度
末
に
不
用
額
が
発
生
す
る

課
が
あ
る
が
、
早
め
に
減
額
補
正

す
べ
き
。

⑥
不
交
付
団
体
の
本
町
に
お
い
て
も
、

年
々
義
務
的
経
費
、
扶
助
費
、
補

助
金
が
増
加
し
、
基
金
の
取
崩
し

な
ど
財
政
運
営
は
厳
し
い
。
事
業

推
進
は
地
域
の
実
態
と
住
民
の
意

向
や
要
望
を
把
握
し
、
中
・
長
期

的
な
財
政
計
画
の
も
と
に
、
第
四

次
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
事
業

仕
分
け
的
な
こ
と
も
検
討
し
、
健

全
財
政
の
取
り
組
み
に
な
お
一
層

の
努
力
を
期
待
す
る
。

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

監
査
委
員

内
藤
　
寛
之

山
田

※是正改善を要する点はなく、健全財政度は高い。
※下水道事業特別会計についても良好な状態で、指摘すべき事項はない。財政力指数（3カ年平均）1.45

財政健全化法と、昭和町財政の健全化判断基準にもとづく、
町の数値を、監査委員の意見を付して報告するものです。

■実質公債費比率（少ないほど良い）
町の標準財政規模（約50億7,056万円）に占める借金返済額を示す率。

18％を超えると、起債（借金）の際に知事の許可が必要。

25%を超えると早期健全化が求められる団体となる。

■将来負担比率
市町村が将来返済しなければならない負債の標準財政規模に対する

割合を示した率。350％を超えると早期健全化が求められる団体と

なる。

実質赤字比率・連結赤字比率は、赤字団体ではないので、数値はない。

公営企業の資金不足比率についても、資金不足はないので数値はない。

財政健全化判断比率

実質公債費
比　　　率

昭和町

県平均

甲府市

中央市

甲斐市

南アルプス市

将来負担
比　　率

8.9

14.6

15.2

14.5

14.4

15.6

53.2

92.5

91.5

76.0

58.7

95.1

基準
比較

（％）
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

議
員
の
心
構
え
を
決
め
ま
し
た

　
こ
の
条
例
は
、
議
員
と
し
て

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
条

文
と
し
て
表
し
、
従
来
か
ら
「
慣

行
」
と
し
て
行
っ
て
い
た
事
柄

な
ど
を
改
革
す
る
こ
と
で
、
議

員
と
し
て
の
心
構
え
を
改
め
て

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
議
員
の
心
構
え
は
、
い
か
に

制
度
や
組
織
が
整
備
さ
れ
て
も

議
会
を
運
営
す
る
者
の
心
構
え

が
な
け
れ
ば
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

条
例
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
無
意
味
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
自
ら
が
二
元
代
表
性
の

一
翼
と
し
て
理
念
や
責
務
を
明

確
に
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
、
議
会
の
原
点
に
立

ち
返
っ
て
考
え
る
意
味
で
も
、

基
本
条
例
の
制
定
は
意
義
が
あ

り
ま
す
。

★
議
決
責
任

　
執
行
部
と
共
に
結
果
責
任
を

負
う
議
会
の
「
議
決
責
任
」
を

明
記
。
議
員
に
は
、
議
決
し
た

責
任
が
伴
い
ま
す
。

★
倫
理
規
定

　
議
員
が
「
原
則
と
し
て
区
長

な
ど
の
地
区
の
代
表
や
町
か
ら

の
補
助
金
を
受
け
る
団
体
の
代

表
に
就
任
し
な
い
」
こ
と
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

★
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会

　
の
開
催

　
議
会
は
、
町
政
の
諸
課
題
に

柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
、
町
政

全
般
に
わ
た
っ
て
、
議
員
と
町

民
と
が
自
由
に
情
報
や
意
見
を

交
換
す
る
議
会
報
告
会
を
行
い

ま
す
。
既
に
、
平
成
19
年
度
か

ら
井
戸
端
会
議
な
ど
と
銘
打
ち

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
議
員
の
質
問
に
対
す
る
町
長

　
等
の
「
逆
質
問
権
」
を
明
記

　
議
長
か
ら
本
会
議
お
よ
び
委

員
会
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
た

町
長
等
は
、
議
長
ま
た
は
委
員

長
の
許
可
を
得
て
、
議
員
の
質

問
に
対
し
て
逆
に
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
執
行
部
側
へ
の
逆
質
問
権
の

付
与
が
、
議
員
自
身
の
資
質
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
す
べ
て
の
会
議
を
原
則
公
開

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

す
べ
て
の
会
議
を
原
則
傍
聴
可

能
に
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
11
月
の
議
会
改
革
推
進
会
議
で
、
「
条
例

制
定
」
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
35

回
に
わ
た
る
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
今
ま
で
行
っ
た
議
会
改
革
を
整
理
・
反
映
さ
せ
る
と

同
時
に
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
議
会
の
役
割
と
活
動

の
指
針
を
、
町
民
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

35
回
に
わ
た
る
検
討

経過
昭
和
町
議
会
基
本
条
例
の
特
徴

全員賛成で可決
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昭
和
町
議
会
で
は
、
こ
の
4
年

間
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
山
梨
学
院
大
と
の
連
携
や
井
戸

端
会
議
、
そ
し
て
今
年
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
議
会
報
告
会
も
そ
の

一
環
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
昭
和

町
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
12
月
の
定
例
議
会
で

全
議
員
賛
同
の
も
と
制
定
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
条
例
制
定
小
委
員

会
を
立
ち
上
げ
検
討
に
着
手
し
ま

し
た
。

　
地
方
分
権
化
社
会
へ
の
移
行
に

よ
り
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
を

担
う
自
治
体
に
お
い
て
、
議
会
や

議
員
の
活
動
原
則
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
ま
た
、
町
民
や
行
政
と
の

関
係
、
政
治
倫
理
な
ど
基
本
的
な

事
柄
を
定
め
、
町
民
の
代
表
と
し

て
の
役
割
や
指
針
な
ど
明
文
化
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
昭
和
町
に
ふ
さ

わ
し
い
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
や
全

員
協
議
会
で
条
文
の
修
正
や
追
加
・

削
除
な
ど
、
何
回
も
討
議
・
検
討

を
重
ね
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
延
べ
35
回
に

よ
る
議
論
を
経
て
、
今
議
会
に
委

員
会
提
出
条
例
と
し
て
提
出
し
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
条
例
は
10
月
1
日
よ
り
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の
条
例

を
議
員
全
員
で
着
実
に
実
行
し
、

ま
た
、
検
証
す
る
中
で
議
会
活
性

化
や
議
員
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た
り

地方分権対策特別委員長

三 井 　 猛
みつ い たけし
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条
例
の
改
正

人
　
　
事

平
成
22
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
　

　
　
　
　
3
億
4
5
0
万
円
を
増
額

　
総
額
　
69
億
8
、
6
5
7
万
円
に

▼
町
税
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改

正
。

▼
町
議
会
議
員
の
費
用
弁
償
に

　
関
す
る
条
例

　
議
員
に
支
給
さ
れ
る
手
当
の

対
象
を
「
県
外
へ
の
出
張
に
限

る
」
と
改
め
る
も
の
。

▼
職
員
給
与
条
例

　
地
区
担
当
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
の
額
を
一
律
と
す
る
も

の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
監
査
委
員
の
選
任

　
平
成
22
年
12
月
5
日
付
で

　
石
原
政
彦
氏
を
選
任
。

※
全
員
賛
成
で
同
意

▼
議
員
県
外
視
察
研
修

　
県
外
先
進
事
例
を
調
査
・
研

究
し
、
町
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
。

・
大
分
県
九
重
町

　
（
自
治
基
本
条
例
）

・
熊
本
県
御
船
町

　
（
通
年
議
会
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

果
た
す
べ
き
責
務
や
監
視
機
能
・

調
査
機
能
・
政
策
形
成
機
能
を

強
化
し
、
議
員
の
資
質
向
上
と

議
会
改
革
推
進
の
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
提
出

す
る
も
の
。
（
P
6
に
特
集
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

※全員賛成で可決

基金への積立金（貯金） 2億1,194万円

おもな使いみち

小規模福祉施設
スプリンクラー整備 540万円

押原中学校プール改修費 3,845万円

温水プール工事費 533万円

杉浦邸関連経費 2,258万円

議
員
提
出

委
員
会
提
出

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
請
願
者
　
　
　
全
国
林
野
関
連
労
働
組
合
関
東
地

　
　
　
　
　
　
　
方
本
部
山
梨
分
会

　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
平
野
　
辰
典

・
紹
介
議
員
　
　
深
澤
　
平
助

※
全
員
賛
成
で
採
択

請　願
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書（
案
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

（
提
出
先
）
農
林
水
産
大
臣
・
林
野
庁
長
官

意見書

（西条二区）

◆国民健康保険特別会計

補正増額
総額

899万円
14億5,585万円

※全員賛成で可決

◆老人保健特別会計

補正増額
総額
繰越金

127万円
205万円
119万円

◆介護保険特別会計

補正増額
総額
繰越金

2,236万円
6億1,946万円
　1,548万円

●
補
正
財
源

　
景
気
低
迷
に
よ
る
個
人
町
民
税
を
減
額
、
国
庫
お

よ
び
県
支
出
金
は
1
、
2
0
0
万
円
増
額
。

繰
越
金
の
増
額
3
億
4
、
5
5
4
万
円
と
、
臨
時
財

政
対
策
債
（
借
入
金
）
1
、
2
0
0
万
円
。

石原政彦氏
いし はら まさ ひこ
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9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

河
住
議
員
　
縁
路
を
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
代
え
た
が
、
管
理
費
用
は
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
何
件
か
。

都
市
整
備
課
長
　
管
理
費
用
は
ま

だ
未
定
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
28
件
で
、
そ
の
成
果
は
ク
ッ
シ
ョ

ン
化
・
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

大
型
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
・

噴
水
広
場
の
設
置
な
ど
。

福
島
議
員
　
防
災
拠
点
整
備
の
今

後
の
考
え
は
。

　
野
町
長
　
防
災
公
園
と
し
て
ひ

と
通
り
の
整
備
は
完
成
し
て
い
る
。

災
害
時
は
仮
設
住
宅
な
ど
で
対
応
。

押
原
公
園
の

事
業
見
直
し
は
？

遠
藤
議
員
　
申
請
率
が
低
い
の
は
。
補

助
金
額
上
げ
は
考
え
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
台
帳
上
の
田
ん
ぼ
で

耕
作
し
て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、

国
の
戸
別
所
得
法
制
度
で
転
作
が
多
く
な
っ

た
の
が
一
因
。
検
討
す
る
中
で
補
助
単

価
は
考
え
る
。

農
業
振
興
地
域
保
全

助
成
金
の
申
請
率
が

低
い
の
は
？

常
永
地
区
井
戸

汚
染
の
推
移
は
？

田
中
議
員
　
有
害
物
質
に
つ
い
て
は
年

1
回
の
調
査
を
し
て
い
る
が
、
採
取
の

水
深
と
そ
の
後
の
処
理
は
。

野
中
議
員
　
発
生
源
近
く
の
築
地
で
調

査
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
細
か
い
水
深
は
把
握

し
て
い
な
い
が
浅
井
戸
で
調
査
。
汚
染

元
は
井
戸
10
ｍ
、
毎
日
1
1
5
ト
ン
汲

み
上
げ
て
曝
気
処
理
し
て
い
る
。
築
地

新
居
地
内
で
も
調
査
し
て
い
る
。

河
田
議
員
　
子
ど
も
の
安
全
性
は

大
丈
夫
な
の
か
。

総
務
課
長
　
増
築
で
も
耐
震
診
断

は
必
要
な
い
が
、
既
存
建
物
と
し

て
通
常
堪
え
う
る
か
の
調
査
が
、

既
存
建
物
不
適
格
調
査
報
告
書
と

い
う
。
既
存
建
物
が
不
適
格
で
は

な
い
の
で
安
全
性
に
は
問
題
な
い
。

三
井
議
員
　
児
童
館
の
着
工
は
い

つ
か
。
待
機
児
童
の
た
め
に
も
早

く
着
工
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長
　
年
度
内
完
成
を
考
え

て
着
工
を
す
る
。

西
条
児
童
館

増
築
は
い
つ
か
？

深
澤
議
員
　
改
正
で
町
税
に
影
響

が
あ
る
か
。
ま
た
、
た
ば
こ
税
も

増
税
さ
れ
る
が
ど
う
変
わ
る
か
。

税
務
課
長
　
中
学
生
ま
で
の
扶
養

控
除
廃
止
に
伴
い
町
税
は
増
え
る
。

約
5
、
0
0
0
万
円
増
え
る
見
込

み
。
特
定
扶
養
の
高
校
生
は
、
約

3
0
0
万
円
の
増
税
見
込
み
。
た

ば
こ
税
は
、
今
ま
で
通
り
の
販
売

で
あ
れ
ば
、
4
割
ち
か
く
増
収
す

る
。
タ
バ
コ
の
ま
と
め
買
い
し
て

い
る
人
も
多
い
の
で
、
10
月
以
降

は
税
収
減
、
禁
煙
者
の
数
で
変
わ

る
と
思
う
。
見
通
し
が
難
し
い
。

税
条
例
改
正
の

影
響
は
？

あなたはどうしますか？

押原公園の噴水広場

西条児童館のじどうかんまつり

水
を
空
気
に
さ
ら
し
、
水
中
の

微
生
物
有
機
物
の
分
解
を
促
進

さ
せ
る
浄
水
処
理
の
方
法
。

曝　気
ば っ き



今回の一般質問は6年ぶりに9月11日（土）に行いました。
普段、仕事等で平日では議場に来られない方にも傍聴していただき、
議会を知ってもらえる機会になったのではないかと思います。
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休日議会を傍聴してみて
20代 町内男性

今回議会を傍聴しようと思ったのはなぜですか？

土曜日議会ということと、今まで議会等を
傍聴したことがなかったためです。

傍聴して、どんな印象や感想ですか？

傍聴の前に、町が取り組んでいること等について、
事前知識があるともっと興味深く質問が聞けると
感じました。質問者が質問席に立つ際にも、手元
の資料ばかりを見ていたのは残念でした。

気になる質問はありましたか？

税額等の基準日について。

ありがとうございました。

みなさんも傍聴に来て生の質問を

聞いてみませんか。

詳しい日程は、HP等でお知らせし

ますので、興味がある方は昭和町

役場の議場まで傍聴にどうぞ。
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介
護
保
険
の

問
題
点
・
課
題
は

町
長

深
澤
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
10
年
が
経

過
し
た
。
利
用
料
や
保
険
料
が
重
く
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
問
題
な
ど
、

多
く
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
で
も
見
直
す
べ
き
点
を
明
ら
か
に
し
、
国

に
求
め
る
点
や
町
独
自
で
改
め
る
点
の
究
明
が

必
要
だ
。
町
と
し
て
介
護
保
険
の
問
題
点
は
何
か
、

そ
の
た
め
の
対
策
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

問
題
点
を
総
体
的
に
検
討
、

計
画
に
反
映

深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

い
き
い
き
健
康
課
長

町
長

深
澤 再

質
問

介
護
保
険
は
、
年
々

利
用
が
増
え
、
制
度

の
充
実
で
保
険
料
の
大
幅
な
上

昇
も
見
込
ま
れ
、
制
度
維
持
の

可
能
性
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
膨
ら
む
需
要
に
対
応

す
る
介
護
保
険
制
度
を
ど
う
見

直
す
か
、
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

　
現
行
制
度
の
国

庫
負
担
金
の
引
き

上
げ
な
ど
で
、
保

険
料
・
利
用
料
の

抑
制
が
で
き
る
よ

う
柔
軟
な
制
度
改

正
が
大
事
だ
が
、

国
の
動
向
を
見
据

え
、
第
5
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の

中
で
問
題
点
を
総

体
的
に
検
討
し
、

計
画
に
反
映
し
て

い
き
た
い
。

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
3
人
体
制
の
確
立
、

保
険
料
の
減
免
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
は
、

第
5
期
事
業
計
画
を
待
た
ず
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

支
援
セ
ン
タ
ー
体
制

整
備
は
、
保
健
師
・

ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
者
が
必
要
。

組
織
充
実
の
た
め
努
力
す
る
。

4
期
の
計
画
で
低
所
得
者
の
軽

減
に
努
め
た
が
、
国
の
制
度
改

正
で
利
用
料
等
に
も
影
響
が
出

た
た
め
、
総
体
的
に
取
り
組
み

た
い
。
特
養
待
機
者
問
題
で
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
地
域
密
着
型
の
施
設

計
画
を
検
討
す
る
。

河西区に新しくできた施設



審査を待つレセプト

国民健康保険の
レセプト点検は

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務

は
、
将
来
的
に
効
き

目
が
表
れ
る
保
健
事
業
と
異
な

り
、
結
果
を
た
だ
ち
に
数
値
で

確
認
で
き
、
財
政
的
に
も
直
接

効
果
が
表
れ
る
た
め
、
国
保
財

政
の
健
全
化
に
つ
な
が
り
、
医

療
費
適
正
化
対
策
の
出
発
点
と

も
い
え
る
。

　
レ
セ
プ
ト
枚
数
は
20
年
度
の

実
績
で
6
万
3
1
4
枚
、
過
誤

調
整
や
返
納
金
等
は
7
8
0
件

あ
り
、
被
保
険
者
1
人
当
た
り

の
財
政
効
果
額
は
1
、
0
9
3

円
と
な
っ
て
い
る
。
国
保
連
合

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
新
た

に
電
子
デ
ー
タ
化
し
た
業
務
運

用
に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
、
点

検
体
制
の
整
備
、
事
務
処
理
負

担
の
軽
減
や
医
療
費
適
正
化
の

さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

被
保
険
者
の
医
療
費

の
実
態
は
把
握
で
き

る
が
、
重
複
・
多
受
診
者
は
何

人
く
ら
い
か
、
治
療
や
健
康
に

対
し
、
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
は
。

人
数
把

握
は
し

て
い
な
い
が
、
保
健
指
導
に
つ

な
げ
る
必
要
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
推
進
に
も
努

め
て
い
き
た
い
。

町
長
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三
井
昭
和
町
6
、
9
2
9
世
帯

の
う
ち
、
国
保
加
入
世
帯

は
2
、
6
5
3
世
帯
で
、
国
保
税
滞

納
世
帯
は
6
2
1
世
帯
、
現
年
の
収

納
率
86
・
8
％
、
金
額
で
6
、

5
6
2
万
円
の
収
入
未
済
金
が
あ
る
。

デ
フ
レ
不
況
な
ど
で
さ
ら
に
収
納
率

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
医
療
費
の

適
正
化
も
大
切
だ
。

　
医
療
費
支
払
い
の
根
拠
と
な
る
レ

セ
プ
ト
点
検
で
は
、
年
間
で
何
枚
く

ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
点
検
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
各
点
検
の
返
戻
・

過
誤
請
求
の
件
数
、
1
人
当
た
り
の

財
政
効
果
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

か
や
、
重
複
、
多
受
診
・
過
剰
な
投

薬
な
ど
の
医
療
費
増
加
を
抑
え
る
た
め
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
具
体
的
強
化
策
な

ど
を
聞
く
。

医
療
費
適
正
化
の

推
進
に
努
め
る

三井　　猛 議員
み つ い たけし

町
民
窓
口
課
長

三
井 再

質
問レセプト

患者が受けた診療につ

いて医療機関が保険者

（市町村や健康保険組

合等）に請求する医療

費の明細書のこと



将
来
を
見
据
え
た
学
区

区
分
け
の
考
え
方
は

萩
原
本
町
の
小
中
学
生
数
は
、

少
数
だ
が
毎
年
増
加

し
て
い
る
。
各
学
校
の
児
童
数

の
比
較
で
は
押
原
小
が
少
な
く
、

押
原
地
区
は
地
域
的
に
増
え
る

要
素
が
少
な
い
。
緊
急
な
課
題

と
し
て
、
均
衡
の
取
れ
た
教
育

を
す
る
た
め
に
も
、
西
条
小
と

押
原
小
の
学
区
の
区
分
け
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
総
合
的
見

地
か
ら
、
町
民
を
メ
ン
バ
ー
に

入
れ
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
町
の
具
体

的
考
え
を
聞
き
た
い
。

萩原　　馨 議員
は ぎ かおるは ら
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開
発
許
可
制
度
を

見
据
え
研
究

本
町
は
従
来
か
ら
行
政
区
単
位

で
就
学
校
の
指
定
を
し
て
き
た

が
、
学
区
変
更
は
通
学
距
離
、
通
学
時
間

等
の
負
担
度
や
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、

学
校
施
設
や
教
育
環
境
な
ど
の
検
討
が
必

要
に
な
る
。

　
将
来
的
に
は
都
市
計
画
の
事
務
権
限
の

委
譲
や
、
調
整
区
域
内
の
開
発
許
可
制
度

見
直
し
を
研
究
す
る
中
で
、
各
地
区
の
児

童
生
徒
の
推
移
を
把
握
し
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
学
校
関
係
者
、
有
識
者
の
意
見

を
伺
い
、
情
報
収
集
や
協
議
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

均
衡
の
取
れ
た
児
童
数
確
保
の

た
め
、
検
討
委
員
会
の
立
ち
上

げ
や
、
学
区
内
宅
地
残
存
地
の
洗
い
出
し
、

利
用
促
進
策
も
必
要
だ
。

学
校
規
模
の
適
正
化
と
施
設
整

備
は
常
に
検
討
し
、
見
直
し
が

必
要
だ
。
通
学
方
法
も
最
良
の
方
法
を
検

討
し
た
い
。
残
存
地
洗
い
出
し
も
今
後
の

課
題
だ
。

①
清
水
新
居
区
で
甲
府
市
へ
通

学
す
る
児
童
生
徒
の
位
置
づ
け

は
。

②
甲
府
に
通
う
生
徒
は
、
入
学
時
に
町
内

小
学
校
の
情
報
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
と

聞
く
が
。

①
当
面
は
現
状
の
制
度
で
、

状
況
を
見
守
り
た
い
。

②
清
水
新
居
区
に
は
新
入
学
児
童
の
就
学

時
検
診
の
時
に
学
校
を
選
択
で
き
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
今
後
、
早
い
時
点
で
の

情
報
提
供
を
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
が
つ
く
っ
た
昭
和

町
教
育
行
政
方
針
の
5
年
計
画

で
、
必
要
に
応
じ
通
学
区
域
の
適
正
化
を

検
討
す
る
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
こ
の

課
題
は
ど
の
よ
う
に
、
町
長
の
答
弁
と
整

合
さ
せ
る
か
。計

画
で
は
そ
う
い
う
日
程
で

進
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

区
画
整
理
事
業
も
ず
れ
込
ん
で
お
り
、
少

子
化
の
問
題
も
見
え
て
い
る
。
計
画
見
直

し
を
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
答
弁
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
時
期
を
見
な
が
ら
再
度
検

討
し
て
い
く
。

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

萩
原

河
住

保
坂

再
質
問

関
連
質
問

関
連
質
問

学校名 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

押原小

西条小

常永小

押原中

甲府委託小学生

甲府委託中学生

293

491

343

556

43

31

41

81

43

183

7

11

44

75

66

178

7

11

60

96

56

195

7

9

48

73

50

8

54

88

68

4

46

78

60

10

21年度各学校の生徒数 単位：人（平成22年3月31日現在）
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河田あけみ 議員
か わ だ

一
人
暮
ら
し
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を

1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
所
在
不
明
は

昭
和
町
で
は
な
か
っ
た
が
、
高
齢
者
や
単

独
世
帯
に
G
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
た
、
見
守
り
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
と
の
環
境
づ
く
り
、
孤
立
し
な
い
た
め

の
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
拡
充
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
加
入
促
進
に
積
極
的
に
努
め
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

町
長

河
田
1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
行
方
不
明
問
題

を
き
っ
か
け
に
、
単
独
世
帯
の
安
否
確
認

が
急
務
と
な
っ
た
。
本
町
で
も
核
家
族
世
帯
が
増
え

1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。
今
年

3
月
、
町
で
は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
実
現
の
た
め
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し

た
が
、
今
後
計
画
を
実
行
す
る
上
で
、
公
的
な
安
全

網
と
地
域
社
会
の
繋
が
り
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て

い
く
の
か
。

見
守
り
連
絡

シ
ス
テ
ム
の
構
築

税額等の
基準日は

河
田
現
在
「
税
額
等
の
納
期
日
」
は
、

6
月
を
第
1
期
と
し
て
い
る

市
町
村
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
本
町
で
は

7
月
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
各

種
申
請
書
類
の
締
切
日
に
間
に
合
わ
な

い
と
い
う
不
都
合
な
場
合
も
あ
る
。
本

町
の
「
税
額
等
の
納
期
日
」
の
根
拠
と
、

6
月
と
し
た
場
合
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
の
か
。

地
方
税
法
で
は
6
月
課
税
が

基
本
だ
が
、
本
町
で
は
6
月

が
田
植
え
時
期
で
農
業
所
得
者
の
収
入

が
少
な
く
な
る
こ
と
を
「
特
別
な
事
情
」

と
し
、
7
月
納
期
を
定
め
て
き
た
。
し

か
し
定
め
た
当
初
と
は
所
得
の
種
類
も

変
わ
り
、
6
月
課
税
で
も
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と

思
う
。
今
後
、
国
税
連
携
と
移
行
で
き

る
よ
う
準
備
を
行
い
、
24
年
度
よ
り
第

1
期
の
納
期
を
7
月
か
ら
6
月
に
改
正

す
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

町
長

町県民税の
6月課税を準備中

95

258

130

321
300

408

平成12年 平成17年 平成22年

高齢者のみの世帯数
高齢者単身世帯

高齢者夫婦世帯
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教
育
長
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
表
彰
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
育

て
る
こ
と
は
、
比
較
的
人
口
の
少
な
い
自
治
体

で
制
定
し
て
い
る
。
本
町
で
は
す
べ
て
の
子
を

表
彰
す
る
の
で
は
な
く
、
善
行
や
他
の
模
範
と

な
る
児
童
生
徒
や
団
体
が
あ
れ
ば
、
表
彰
し
て

い
き
た
い
。
家
庭
や
地
域
の
大
人
が
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
の
行
動
に
注
視
し
、
ほ
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
優
れ
た

個
性
の
顕
彰
制
度
を

河
住
子
ど
も
の
健
全
育
成
は
家
庭
ば
か
り

で
な
く
、
社
会
の
責
任
で
も
あ
る
。

教
育
の
荒
廃
が
伝
え
ら
れ
る
今
日
、
人
間
は
誰

で
も
良
い
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
児
童
生
徒

の
優
れ
た
個
性
を
発
見
し
、
そ
の
面
を
伸
ば
す

こ
と
が
健
全
育
成
に
効
果
が
大
で
あ
る
と
考
え

る
。
校
長
か
ら
教
育
委
員
会
、
そ
し
て
町
長
に

上
申
し
、
児
童
全
生
徒
を
表
彰
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

家
庭
・
地
域
で

子
ど
も
の
行
動
注
視
を

け
ん

し
ょ
う

町
長 事

業
仕
分
け
の
導
入
は

ど
こ
の
自
治
体
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
評
価

や
事
務
事
業
の
評
価
を
し
て
い
る
。
町
で
は
予
算
編
成

時
、
現
場
に
近
い
担
当
課
が
町
民
ニ
ー
ズ
や
実
態
を
把
握
し
、
町

長
査
定
時
に
事
業
の
適
否
を
審
査
し
、
決
定
し
た
も
の
を
提
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
状
で
は
事
業
仕
分
け
は
実
施
せ
ず
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
活
用
や
審
議
会
の
設
置
等
、
多
方
面
か

ら
の
意
見
や
有
識
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
事
業
執
行
や
見
直
し

を
し
て
い
き
た
い
。

河
住
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
公
開
の
場
で
町
民
や
有
識
者
の

意
見
を
聞
く
等
、
事
業
仕
分
け
を
導
入
す
る
考
え
は
な

い
か
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

活
用
し
見
直
す

事
業
執
行
や
見
直
し
は
。
町
民
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に

把
握
す
る
の
か
、
社
会
保
障
関
連
経
費
や
歳
入
確
保
は
。

す
で
に
押
原
公
園
、
町
営
住
宅
、
町
民
体
育
館
の
大
型

事
業
の
見
直
し
、
人
間
ド
ッ
ク
定
員
増
の
拡
充
見
直
し

等
行
っ
た
。
社
会
保
障
関
連
経
費
は
増
加
傾
向
だ
が
、
新
た
な
税

収
確
保
や
、
企
業
撤
退
に
よ
る
税
収
減
を
防
い
で
い
き
た
い
。

職
員
が
常
に
事
業
の
必
要
性
・
コ
ス
ト
を
考
え
、

地
区
担
当
職
員
制
度
で
も
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

河
住

再
質
問

総
務
課
長

町
長

西条小運動会リレー



区で管理されている防犯街路灯
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田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

防
犯
灯
は
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
防
犯
灯
の

設
置
や
管
理
手
法
は
、
昭
和
36
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
防
犯
灯
等
整
備
対
策

要
綱
」
に
基
づ
き
、
多
く
の
市
町
村
が

本
町
と
同
様
な
自
治
会
が
維
持
管
理
し
、

行
政
が
そ
の
費
用
を
補
助
す
る
方
式
を

採
用
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
防
犯
灯
は
長
年
、
各
区
が
自
主
的
・

主
体
的
に
維
持
管
理
に
努
め
、
地
域
の

防
犯
対
策
に
大
変
貢
献
し
て
き
た
制
度

で
も
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
域
事
情
を

把
握
し
て
い
る
各
区
で
、
設
置
・
維
持

管
理
の
役
割
を
引
き
続
き
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
防
犯
灯
の
新
設
・
移
設
工

事
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
維
持
管

理
費
は
今
年
度
か
ら
「
地
域
力
活
性
化

交
付
金
」
に
含
め
補
助
し
て
い
る
。
し

か
し
、
蛍
光
灯
の
交
換
等
の
作
業
や
費

用
の
面
で
、
区
の
負
担
が
大
き
い
の
で

あ
れ
ば
、
区
長
会
等
を
通
し
、
地
域
の

実
態
を
調
査
し
、
検
討
し
た
い
。

町
長

防
犯
街
路
灯
・
歩
道

灯
の
保
守
管
理
は

田
中
電
柱
に
防
犯
街
路
灯
や
歩
道

灯
が
設
置
さ
れ
、
各
区
の
経

費
で
新
設
や
保
守
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

紙
漉
阿
原
区
で
は
消
防
団
が
年
2
回
出

動
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
電
球
の
交
換
・

清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
町
の
12
区
で
は
、

区
の
管
理
が
8
区
、
交
通
安
全
協
会
管

理
が
1
区
、
区
の
管
理
で
業
者
委
託
が

1
区
と
な
っ
て
い
る
。
街
路
灯
は
夜
間

安
全
・
安
心
し
て
通
行
で
き
る
の
が
目

的
で
あ
る
。
水
銀
灯
は
町
管
理
だ
が
、

区
の
経
費
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

防
犯
街
路
灯
も
同
様
に
町
で
維
持
管
理

が
で
き
な
い
か
。

区
の
実
態
を
調
査
し

検
討
す
る
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し しげるむ ら
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市街化調整区域内の
宅地課税の現状は

志
村
町
で
は
昭
和
バ
イ
パ
ス
を
始
め
、

市
川
大
門
線
沿
線
に
は
、
数
多

く
の
商
工
業
店
舗
が
建
設
さ
れ
、
町
財
政

の
土
地
課
税
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
商
工
業
店
舗
に
付
随
し
、
プ
レ

ハ
ブ
等
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は

現
状
把
握
で
き
な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

急
速
に
都
市
化
が
進
む
一
方
、
景
気
悪
化

で
廃
業
さ
れ
た
建
物
も
散
見
さ
れ
、
草
の

繁
茂
し
た
調
整
区
域
内
で
の
宅
地
課
税
さ

れ
た
土
地
も
、
新
規
に
家
屋
等
が
建
築
で

き
な
い
現
状
だ
。
調
整
区
域
内
の
宅
地
課

税
を
し
て
い
る
土
地
は
、
町
独
自
の
権
限

で
建
築
が
で
き
る
よ
う
対
応
策
を
考
え
、

沿
道
に
草
の
繁
茂
や
廃
業
建
築
物
が
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

都
市
整
備
課
長

廃
業
後
の
建
築
物
は

対
応
・
処
理
が
困
難

市
街
化
調
整
区
域
内
の
建
物
の

建
築
は
、
都
市
計
画
法
や
建
築

基
準
法
の
規
制
が
あ
り
、
個
々
の
状
況
や

宅
地
に
な
っ
た
理
由
な
ど
を
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
近
隣
住

民
の
利
便
施
設
や
、
農
家
用
住
宅
の
建
築

な
ど
は
、
農
地
で
も
新
規
に
許
可
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。

　
開
発
許
可
は
許
可
権
限
が
県
に
あ
り
、

建
築
は
特
定
行
政
庁
で
、
権
限
移
譲
を
受

け
る
に
し
て
も
、
都
市
計
画
法
の
基
準
や

区
域
を
条
例
で
定
め
る
等
、
都
市
計
画
法

の
法
令
に
沿
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

町
独
自
の
対
応
策
を
考
え
る
の
は
非
常
に

難
し
い
。

　
ま
た
、
草
の
繁
茂
は
「
空
き
地
に
繁
茂

し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
処
理
し
、
廃
業
後
の
建
築
物
は
あ

く
ま
で
も
個
人
財
産
の
た
め
、
公
共
に
危

険
を
及
ぼ
す
等
の
恐
れ
が
な
い
限
り
、
行

政
で
は
対
応
が
難
し
い
。

廃
業
後
の
建
物
は
、
行
政
で
強

力
に
対
応
す
る
こ
と
や
、
転
用

許
可
時
に
廃
業
時
の
こ
と
も
含
め
許
可
を

出
し
、
最
後
ま
で
見
届
け
る
責
任
が
あ
る

の
で
は
。

開
発
許
可
で
は
、

事
業
の
実
現
性

も
検
討
さ
れ
る
が
、
個
人
資
産
に
行
政
が

手
を
加
え
た
り
、
処
分
も
で
き
な
い
。
最

後
ま
で
見
届
け
る
の
も
現
実
的
に
不
可
能

で
、
限
界
も
あ
る
。

志
村

再
質
問

雑草の荒れ地と住宅地が並ぶ
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常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
や
大
型
事
業

の
見
直
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な

が
ら
、
昭
和
町
の
発
展
を
願
っ
て
町
政
を
執
行
し

て
き
た
。

　
社
会
情
勢
が
著
し
く
変
化
す
る
時
代
、
地
方
自

治
体
は
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
で
、
効
率
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
行
政
が
地
域
に
飛
び
出
し
、
町
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
町
政
執
行
を
行
う
こ
と
が
重

要
だ
。
行
政
区
制
度
改
革
も
進
め
て
い
る
が
、
改

革
の
成
果
は
す
ぐ
に
は
表
れ
ず
、
今
後
も
地
区
役

員
と
連
携
を
図
り
、
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
公
約
に
掲
げ
た
財
政
健
全
化
は
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
さ
せ
ず
に
削
減
し
た
。
人
材
育
成
基
本
方
針

策
定
・
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
ま
だ
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

2
期
目
の
町
政
執
行
を
目
指
し
、
緑
と
歴
史
・
文

化
を
大
切
に
し
た
「
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
輝
く

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
」
実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長

今
後
の
町
政
執
行
は

山
田
　
野
町
長
の
就
任
後
、
今
ま
で
以

上
に
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
る
町
と

な
り
、
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

町
の
良
さ
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
は
、
住
民
総
参
加
の
対
話
型
町
政
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
舵
取
り
役
が
必
要
で
あ
る
。

町
長
に
2
期
目
の
出
馬
要
請
を
し
て
い
る
団

体
も
多
数
あ
る
と
聞
く
が
、
町
長
は
今
後
の

町
政
執
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

課
題
山
積

2
期
目
に
取
り
組
み
た
い

や ま のぼるだ

山田　　　 議員
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要
望
を
受
け
、
区
長
・
浅
川
議

長
と
産
業
土
木
常
任
委
員
5
名

は
、
押
原
公
園
の
付
近
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
夕
方
で
住
民

も
多
く
い
ま
し
た
が
、
状
況
を

訴
え
る
よ
う
に
確
か
に
暗
い
も

の
で
し
た
。
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
の
で
、
委
員

会
で
町
当
局
に
要
請
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
（
委
員
長
　
野
中
敏
美
・
記
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

登
校
班
を
見
守
り
な
が
ら

街路灯の確認

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
平
成
22
年
8
月
27
日

　
西
条
一
区
の
井
戸
端
会
議
で

話
題
と
な
っ
た
危
険
な
交
差
点

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

場
所
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
横

の
交
通
量
の
多
い
交
差
点
で
す
。

改
善
要
望
を
受
け
、
地
区
の
議

員
・
教
育
厚
生
常
任
委
員
6
名
、

区
長
、
交
通
安
全
指
導
員
な
ど

が
、
1
0
0
人
弱
の
児
童
の
通

学
時
間
帯
に
あ
わ
せ
て
現
地
調

査
し
た
結
果
、

1
、
通
学
時
間
帯
だ
け
で
も
横

断
歩
道
の
青
信
号
の
時
間
を
少

し
で
も
長
く
す
る
。

2
、
車
道
の
信
号
機
に
右
折
矢

印
の
信
号
を
要
望
す
る
。

3
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に

要
望
す
る
。

　
な
ど
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ

た
の
で
、
安
協
と
地
区
の
連
名

で
要
望
書
を
出
し
て
も
ら
う
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
（
委
員
長
　
保
坂
明
子
・
記
）

●
平
成
22
年
８
月
31
日

　
押
越
区
の
井
戸
端
会
議
で
話

題
に
な
っ
た
押
原
公
園
の
太
陽

光
発
電
に
よ
る
街
路
灯
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
場
所
は
、

押
原
公
園
北
側
で
す
。
「
こ
こ

の
照
明
は
他
の
夜
間
照
明
と
ち

が
い
、
な
か
な
か
点
灯
し
な
い
。

あ
た
り
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
こ

ろ
点
灯
す
る
が
、
そ
れ
も
ほ
ん

の
り
と
薄
暗
い
」
と
い
う
改
善

●
平
成
22
年
8
月
25
〜
26
日
　

　
猛
暑
の
8
月
、
第
72
回
町
村

議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
都
砂

防
会
館
）
に
広
報
委
員
全
員
で

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
講
師
の

城
市
創
氏
に
よ
る
15
町
村
の
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
大
変

興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
各
広
報
を
見
な
が
ら
、

表
紙
写
真
で
何
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
の
か
、
読
み
た
く
な
る
タ

イ
ト
ル
の
付
け
方
、
横
書
き
縦

書
き
の
工
夫
、
見
出
し
が
住
民

目
線
に
な
っ
て
い
る
か
、
町
の

広
報
紙
と
の
違
い
を
ど
う
出
し

て
い
く
か
、
使
っ
て
は
な
ら
な

い
表
現
な
ど
、
細
部
に
わ
た
り

チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
最
近
は
視
覚
で
訴
え
る
誌
面

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
技
術

に
走
り
す
ぎ
ず
中
身
が
ま
ず
読

み
や
す
い
こ
と
を
優
先
す
べ
き

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
委
員
は
、
広
報
紙
の

目
的
は
何
よ
り
議
会
活
動
を
正

し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う

と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
も
う

一
度
原
点
に
返
り
、
校
正
の
段

階
で
の
丁
寧
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
生
か
し
て
、

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
多
く

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

議
会
広
報
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
　
河
田
あ
け
み
・
記
）
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西
条
一
区
（
第
4
回
）

7
月
21
日
　
西
条
彩
の
広
場
管
理
棟

●
出
席
者
　
西
条
一
区
民
　
3
0
人

●
参
加
議
員
　
6
人

●
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
保
坂
明
子
委
員
長

　2年目を迎えた井戸端会議。昨年よりさらに地域の

悩みや声を聴いて、町議会の役割として、議論・調査・

研究を進め、住民福祉の向上と地域社会の活力ある発

展を目指します。

　井戸端会議で出された意見・要望は、結果報告書と

して区長に提出します。問題の中には、大きな財政支

出が伴うものや昭和町だけではどうにもできないもの

もあり、すべての意見・要望を満たすわけにはいきま

せんが、議会は執行機関と一緒になって課題解決に知

恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

28日

 1日

13日

10月

11月

11月

（木）紙漉阿原区

（月）西条二区

（土）上河東区

Q
　
窓
が
二
重
サ
ッ
シ
だ
と
防
災
無
線

が
聞
こ
え
に
く
い
。
難
聴
地
区
解
消
と

あ
わ
せ
、
安
心
安
全
マ
ッ
プ
を
送
り
、

希
望
者
に
メ
ー
ル
送
信
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

A
　
窓
を
開
け
る
か
家
の
外
で
放
送
を

聞
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
基
本
的

に
防
災
に
係
わ
る
緊
急
放
送
で
あ
り
、

安
心
安
全
マ
ッ
プ
は
職
員
入
力
で
夜
間
・

休
日
等
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
す
る
予
定
は
な
い
。
放

送
を
聞
き
漏
ら
し
た
場
合
、
電
話
で
放

送
の
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

（
2
7
5
ー
9
0
0
3
ま
た
は
2
7
5
ー
9
0
0
4
）

Q
　
西
条
小
の
校
庭
も
芝
生
化
を
進
め

て
欲
し
い
。

A
　
今
年
6
月
、
試
験
的
に
押
原
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
周
り
に
芝
生
を
植
栽
し
た
。

芝
生
植
栽
の
経
過
や
結
果
を
見
て
検
討

し
た
い
。

Q
　
大
地
震
が
心
配
だ
が
、
高
齢
者
の

命
を
救
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
要
援
護
者
の
登

録
カ
ー
ド
な
ど
作
っ
て
い
な
い
の
か
。

A
　
各
区
の
民
生
委
員
が
、
要
援
護
者

の
登
録
カ
ー
ド
で
承
知
し
て
い
る
。
民

生
委
員
だ
け
で
な
く
、
区
の
自
主
防
災

会
の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
組
長

さ
ん
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

こ
と
も
大
切
だ
。
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押
越
区
（
第
6
回
）

8
月
21
日
　
押
越
区
第
一
公
会
堂

●
出
席
者
 
押
越
区
民
　
35
人

●
参
加
議
員
　
8
人

●
産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
野
中
敏
美
委
員
長

河
西
区
（
第
5
回
）

7
月
24
日
　
河
西
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
河
西
区
民
　
28
人

●
参
加
議
員
　
6
人

●
総
務
常
任
委
員
会

　
福
島
正
明
委
員
長

Q
　
4
月
か
ら
区
の
交
付
金
が
一
括
に

な
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。
毎
年
同

じ
計
画
で
予
算
計
上
す
る
と
思
う
が
、

区
の
独
自
性
が
出
て
こ
な
い
。
行
政
側

も
チ
ェ
ッ
ク
を
。

A
　
6
事
業
１
本
化
の
交
付
金
。
運
動

会
も
敬
老
会
も
例
年
通
り
の
予
算
で
申

請
す
る
区
が
ほ
と
ん
ど
。
新
た
な
取
り

組
み
事
業
を
始
め
る
の
は
ま
だ
難
し
い
。

急
な
変
化
は
難
し
い
が
、
各
区
の
状
況

で
考
え
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
。

Q
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
店
で
経
済
効
果

は
？
昭
和
町
は
県
で
唯
一
の
不
交
付
団

体
だ
が
、
厳
し
い
状
態
で
の
不
交
付
か
、

余
力
が
あ
っ
て
の
不
交
付
か
。
町
の
将

来
の
見
通
し
と
、
町
の
借
金
は
。

A
　
イ
オ
ン
の
事
業
計
画
は
83
㌶
、
約

3
、
5
0
0
人
の
計
画
人
口
。
イ
オ
ン

の
税
収
見
込
み
約
3
億
円
、
周
囲
の
出

店
で
税
収
は
多
く
な
る
。
昭
和
59
年
か

ら
不
交
付
団
体
だ
が
、
町
の
預
金
は
一

人
当
た
り
約
11
万
円
、
借
金
は
一
人
当

た
り
約
42
万
円
。
こ
こ
10
年
、
大
き
な

事
業
が
続
き
借
金
も
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
将
来
は
減
る
予
測
。
不
交
付
団
体

だ
が
、
税
収
的
に
は
か
な
り
落
ち
込
ん

で
い
る
。

Q
　
昭
和
町
で
も
温
泉
が
湧
い
て
い
る

の
だ
か
ら
、
大
き
い
施
設
で
高
齢
者
も

利
用
し
や
す
い
温
泉
施
設
に
し
て
欲
し

い
。

A
　
施
設
の
建
て
替
え
は
財
政
的
に
厳

し
い
。
町
で
は
火
・
木
曜
日
に
バ
ス
を

出
し
て
い
る
。
社
協
に
は
条
件
付
き
だ

が
、
1
0
0
円
で
往
復
自
宅
ま
で
迎
え

に
く
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
制
度
を
利

用
し
、
今
の
温
泉
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

Q
　
町
の
税
収
は
年
々
減
っ
て
き
て
い

る
。
国
も
事
業
仕
分
け
を
し
て
い
る
が
、

町
で
は
、
行
政
の
事
業
仕
分
け
を
考
え

て
い
る
か
。
議
員
の
考
え
は
？

A
　
財
政
的
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
が
多
く
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
。
不
交
付
団
体
は
昭
和
町
だ
け
だ
が
、

節
約
を
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
し
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
他
市
町
村
に
負
け
て

い
な
い
が
、
今
後
厳
し
い
情
勢
は
間
違

い
な
い
。
9
月
定
例
会
で
、
河
住
議
員

が
当
局
に
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
（
P
15
参
照
）
。

Q
　
周
り
の
市
町
村
は
議
員
定
数
を
減

ら
し
て
い
る
が
、
昭
和
町
議
会
の
議
員

定
数
は
ど
う
か
。
議
員
の
意
見
を
聞
き

た
い
。

A
　
実
際
に
議
会
の
中
で
検
討
し
た
。

全
議
員
の
意
見
・
学
院
大
教
授
と
の
研

修
で
、
住
民
の
声
を
行
政
に
反
映
し
、

住
民
主
体
の
行
政
運
営
の
た
め
に
は
、

決
し
て
多
い
定
数
で
は
な
い
。
住
民
代

表
と
し
て
3
つ
の
委
員
会
が
議
論
す
る

た
め
、
最
低
5
人
か
ら
7
人
の
人
数
が

必
要
で
、
い
ま
の
定
数
で
よ
い
と
の
結

論
に
な
り
、
次
の
選
挙
は
16
人
の
ま
ま

に
な
っ
た
。

Q
　
工
業
団
地
に
行
く
通
勤
車
が
、
押

越
区
の
住
宅
地
内
を
と
ば
し
て
通
る
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
化
も
含
め
て
規
制
は

で
き
な
い
か
。

A
　
一
部
の
道
路
に
規
制
を
か
け
る
と
、

他
に
ま
わ
っ
て
通
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
押
越
区
で
、
ど
ん
な
対
応
策
が
あ

る
か
意
見
集
約
し
て
ほ
し
い
。
委
員
会

と
し
て
現
地
調
査
し
て
い
き
た
い
。



議会からの要望や議員の質問に、当局がその後どのように対応し、

どうなっているのかを追跡・検証してみました。
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み
ん
な
で
田
植
え

日本の農業が見直される時代になり、町でも、
食の安全安心や安定供給を考え、積極的に耕作

していただき、緑豊かな町づくりをしてもらいたい。
稲の苗代の補助など助成制度を行う考えはないか。

農地の保全は、町の重要な施策と考える。
転作奨励金や農業団体組織に対する補助や助

成制度を行っているが、町の総合的な農業振興を
図る方策として、農業振興地域内の農家に対する
助成制度の創設は厳しい財政状況だが、早急に考
えていきたい。

「緑豊かな田園都市昭和町」で
農家をサポートしてもらいたい
「緑豊かな田園都市昭和町」で
農家をサポートしてもらいたい
（平成21年3月議会　質問者：遠藤辰男議員）

1

　町独自政策！！
「昭和町農業振興地域保全助成金」
　町内に住所を有し、市街化調整区域の
自作耕作田を500㎡以上所有している農業
者に助成金を交付する。
　助成金の額（10aあたり8,000円）→対象
のうち100㎡につき800円を乗じて得た額
とし、80,000円を上限とする。
　現地調査を行い、該当者になった場合、
秋に交付される（実績は別表）。

その後

昭和町農業振興地域保全助成金申請状況（平成22年7月31日現在）

対象農家

342

申請農家

182

申請率

53％

申請金額

3,629,800円

申請面積

454,782㎡

災害時の
救援活動に若い力を
災害時の
救援活動に若い力を
（平成22年6月議会　質問者：樋口敏夫議員）

2

災害時、町の職員や各行政区役員だけでは足
りないくらい、多くのボランティアが必要だ。

阪神淡路大震災の時、高校生が大いに復興に貢献
したと聞く。
　西条地区の避難所である地元の甲府昭和高校と、
災害時における協働体制に基づく救援活動の協定
を結ぶ考えはあるか。

都留市では社会福祉協議会と谷村工業高校と
で協定を結んでいる。本町でも、災害時には

一人でも多くの救援活動の要員を必要とするので、
今後、甲府昭和高校の意向や受入体制の窓口にな
る社会福祉協議会と協議し、進めていきたい。

　平成22年8月12日、　野町長が見守る中、
町社会福祉協議会と甲府昭和高校による
災害時の協働体制に基づく救援活動に関
する協定調印式が町長室で行われた。

その後

協定調印式
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平成21年度一般会計決算総額約○○億円1

県下初制定の議会○○条例2

今議会の一般質問は○曜日に行った3

社会福祉協議会と甲府○○高校による、
災害時の協働体制に基づく救援活動に
関する協定調印式

5

教育厚生常任委員会が、○○○区の
井戸端会議を受け現地調査

4

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を
記入してください。議会への要望・意見等もあ
りましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　11月末日　消印有効

議会クイズを始めました！ぜひご応募ください。

正解者の中から抽選で5人の方に
図書カードをお送りいたします。

空欄に適切な言葉を入れてください。 議会だよりを読んでくださいヒント

　7月17日に行われた「議会活動報告会」の
参加者に、昭和町議会の現状などについて
調査をしたものです。

Ｑ5．自分が選んだ議員の活動に満足ですか。

・満足（72％）　・不満足（6％）
・わからない（21％）

Ｑ6．議員と住民との対話集会「井戸端会議」
　　　に出席は？

・参加した（50％）
・聞いたことはある（45％）
・まったく知らない（5％）

Ｑ7．「議会だより しょうわ」を読んでいますか。

・すみずみまで読む（54％）
・一部だけ読む（43％）
・読まない（3％）

Ｑ2．議会を傍聴したことはありますか。

・ある（58％）　・ない（42％）

Ｑ3．議会を傍聴しない方の理由

・土、日、祝日に開催されれば行く（51％）
・夜間に開催されれば行く（37％）
・いつ開催されても行かない（3％）
・その他（9％）

Ｑ4．町議会の活動を評価するか。

・評価する（59％）
・ある程度評価する（33％）
・あまり評価しない（8％）
・全く評価しない（0％）

Ｑ1．あなたの年齢、性別、職業を教えてください。

30歳代（3％）
40歳代（5％）

50歳代
（23％）

60歳代
（44％）

70歳代
（19％）

80歳代（4％）
90歳代（1％）

・年齢

男性
（74％）

女性
（26％）

・性別

その他（42％）
＝無職、主婦、団体職員

自営業
（32％）

会社員
（14％）

公務員
（13％）

・職業

　町議会活動を「評価」・「ある程度評価」が90％を超え、

議員活動も「満足」70％以上と、全体的に町民の議会

に対する評価が高かったといえます。

　議会改革にも肯定的な評価で、町民に理解されてい

ることがうかがわれます。反面、前回無作為抽出で行っ

たアンケート調査では、議会改革の取り組みが十分に町

民に伝わっていない現状もあり、改革に挑み続ける「挑

戦する議会」を目指す姿勢が求められています。

　今後も議会改革を通じ、議会自体と議員の「議員力」

向上を念頭に、町民に信頼される議会を目指していきます。
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0
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-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　浅
川
武
男

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
昨
年
の
今
ご
ろ
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な

る
な
ど
心
配
な
日
々
を
過
ご

し
た
も
の
で
す
。
今
年
は
そ

の
心
配
が
な
い
こ
と
を
願
い

た
い
も
の
で
す
。
夏
の
猛
暑

の
影
響
が
い
ろ
い
ろ
出
た
よ

う
で
、
作
物
は
だ
い
ぶ
痛
め
つ
け
ら
れ
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
山
の
木
々
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

厳
し
い
条
件
の
中
、
頑
張
り
ぬ
い
た
山
の
木
々
、
必

ず
き
れ
い
に
色
づ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
か
ね
て
よ
り
調
査
研
究
し
て
き

ま
し
た
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
十

分
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
活
発
に
活
動
し
、
少
し
で

も
町
民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
意
気
込

み
は
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
残
り
任
期

中
の
議
会
だ
よ
り
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
精
一
杯

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
塩
澤
浩
・
記
）

　
　
○
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
委
　
　
員
　
　
萩
原
　
　
馨
 
保
坂
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
敏
美
 
塩
澤
　
　
浩

　
昭
和
町
に
住
み
、
四
半
世
紀
の
時
が
流
れ
た
。

私
の
好
き
な
風
景
は
富
士
山
と
田
ん
ぼ
で
あ
る
。

我
が
家
か
ら
見
え
る
山
々
の
後
ろ
に
、
頂
上
を
ポ

ツ
リ
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
富
士
山
。
私
の
楽
し

み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
は
近
隣
に
家
が
建

ち
並
び
、
容
易
に
眺
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、

少
し
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
楽
し

み
は
い
ま
だ
健
在
で
あ
る
。

　
田
植
え
後
の
風
に
な
び
く
稲
を
眺
め
、
そ
の
夜

に
は
カ
エ
ル
の
大
合
唱
。
秋
に
は
実
っ
た
稲
穂
が
、

頭
を
た
れ
て
い
る
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
何
よ
り
の
贅
沢
で
あ
る
。
贅
沢
と
い
え
ば
、

我
が
家
の
裏
に
あ
る
猫
の
額
ほ
ど
の
家
庭
菜
園
も

そ
う
で
あ
る
。
季
節
の
野
菜
を
収
穫
し
、
自
己
流

に
調
理
し
た
料
理
に
舌
鼓
し
て
い
る
。
ま
た
毎
年

新
し
い
野
菜
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
ゴ
ボ
ウ
で
、
今
年
は
シ
ョ
ウ
ガ
。
い
つ

も
出
来
栄
え
は
い
ま
ひ
と
つ
で
あ
る
が
楽
し
い
。

こ
ん
な
贅
沢
が
で
き
る
昭
和
町
を
私
は
好
き
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
こ
の
贅
沢
な
風
景
を
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
あ
る
よ
う
に
、
産
業
と
マ
ッ
チ
さ
せ
な

が
ら
、
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
う
。

　
河
東
中
島
か
ら
嫁
い
で
43
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
夫
の
勤
め
の
関
係
で
6
年
ほ
ど
東
京
に
在
住
し
、

懐
か
し
の
故
郷
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
主
人
に

先
立
た
れ
て
し
ま
い
、
夫
の
代
役
に
戸
惑
っ
て
い

る
私
ど
も
に
、
皆
さ
ん
が
や
さ
し
く
声
を
か
け
て

く
れ
て
、
地
域
の
方
々
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
当
時
は
ま
だ
見
渡
す
限
り
の
田
園
地
帯
で
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
区
画
整
理
事
業
が
進
み
、

来
年
春
に
は
常
永
地
区
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
開
店
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
発
展
は
行
政
と
町
民
の
情
報
交
換
が
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
町
は
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
し
て
い
て
、
産
業
・
教
育
・
文
化
・
福
祉
に

あ
ら
ゆ
る
面
で
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
若
者
が
住
み
た
い
町
№
1
は
、
昭
和
町
と
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
主
人
に
も
こ
ん
な
発
展
し
た
町
を
、

「
一
目
見
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と
昔
を
懐
か
し

み
な
が
ら
、
今
日
も
ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
地
域
が
ど
ん
な
に
発
展
し
て
も
、
自
然
や
人
の

心
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
昭
和
町
で
い
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
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飯
喰
区今

澤
百
合
子
さん

い
ま

さ
わ

り

ゆ

こ

青
空
と
緑
と
産
業
の
町

躍
進
す
る
昭
和
町

押
越
区坂

本
　
武
徳
さん

さ
か

も
と

た
け

の
り

手続きは2階本会議場入口で
住所と名前を書くだけです。


